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写真左の建物は福屋

（出典：KYOTO AWATANI製はがきを複写）

並木通り
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広
島
市
内
に
朝
か
ら
雪
が
舞
い
、
強

い
寒
気
に
覆
わ
れ
た
１
月
24
日
、Ａ
Ｎ
Ａ

ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

に
て
公
益
社
団
法
人
広

島
東
法
人
会
恒
例
の
「
新

春
講
演
会
と
新
入
会
員

歓
迎
名
刺
交
換
会
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
広
島
東
税
務
署　

池
田

美
喜
男
署
長
を
初
め
、広
島
東
税
務
署
、

中
国
税
理
士
会
、
取
扱
保
険
3
社
か
ら

10
名
の
ご
来
賓
に
ご
出
席
賜
り
、
全
体

で
は
1
4
5
名
の
方
に
ご
参
加
頂
き
ま

し
た
。

　

第
1
部
の
新
春
講
演
会
は
マ
ツ
ダ
株

式
会
社　

車
両
開
発
本
部　

衝
突
性
能

開
発
部　

衝
突
性
能
先
行
技
術
開
発
グ

ル
ー
プ　

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
杉
本　

繁

氏
を
お
招
き
し
「
マ
ツ
ダ
の
衝
突
安
全

開
発
の
取
り
組
み
」
と
題
し
て
ご
講
演

頂
き
ま
し
た
。

　

杉
本
氏
は
1
9
9
0
年
に
マ
ツ
ダ
入
社

後
、一
貫
し
て
車
の
性
能
開
発
に
従
事
さ

れ
、
特
に
2
0
0
6
年
か
ら
は
衝
突
開
発

部
で
、量
産
車
両
の
衝
突
安
全
性
能
の
向

上
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
う

い
っ
た
立
場
か
ら
、マ
ツ
ダ
が
い
か
に
安

全
性
能
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
か

を
中
心
に
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。マ
ツ
ダ

は
「
走
る
歓
び
」
と
「
優
れ
た
環
境
・
安

全
性
能
」
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
で
熱
烈
に

愛
さ
れ
る
車
つ
く
り
を
目
指
し
て
お
り
、

小
さ
な
車
か
ら
大
き
な
車
ま
で
全
て
の

車
種
に
同
じ
安
全
性
能
の
技
術
を
搭
載

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
「
安
全
安
心
で

事
故
の
無
い
社
会
を
実
現
」す
る
た
め
、

リ
ア
ル
ワ
ー
ル
ド
の
事
故
分
析
に
基
づ

い
た
市
場
事
態
把
握
や
医
学
と
工
学
の

連
携
に
よ
る
人
体
研
究
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の
成
果
が
、

2
0
1
1
年
か
ら
始
ま
っ
た
J
N
C
A
P

（
新
・
安
全
性
能
綜
合
評
価
）で
は
全
車
種

が
最
高
点
の
星
5
つ
、
ト
ッ
プ
10
の
中
に

4
車
種
が
入
る
と
い
う
高
い
評
価
を
得
て

い
ま
す
。
つ
い
つ
い
走
り
や
燃
費
と

言
っ
た
点
ば
か
り
に
目
が
行
き
が
ち
で

す
が
、
最
も
大
切
な
安
全
に
関
し
て
こ

の
よ
う
な
高
い
評
価
を
取
っ
て
お
ら
れ

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
我
が
家
は
50

年
余
り
前
に
父
が
初
代
フ
ァ
ミ
リ
ア
を

購
入
し
て
以
来
マ
ツ
ダ
一
筋
で
す
が
、

郷
土
の
会
社
マ
ツ
ダ
の
素
晴
ら
し
い
取

り
組
み
に
誇
ら
し
い
よ
う
な
嬉
し
い
よ

う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
第
2
部
の
新
入
会
員
歓
迎
名
刺
交
換
会

に
は
講
師
の
杉

本
氏
ほ
か
ご
来

賓
の
方
々
な
ど
、

1
3
5
社
の
参

加
を
頂
き
、
盛

大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年

度
の
新
入
会
員

は
2
0
6
社
で
、

そ
の
中
で
こ
の

日
出
席
の
新
入

会
員
は
24
社
、ス
テ
ー

ジ
で
バ
ッ
ジ
を
贈
呈

し
た
後
、
自
己
紹
介

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

新
し
い
仲
間
が
増
え
た
歓
び
も
あ
っ
て

和
や
か
に
和
気
あ
い
あ
い
の
中
で
名
残

を
惜
し
み
な
が
ら
の
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。�

（
総
務
副
委
員
長　

横
田
泰
行
）

新
春
講
演
会
・
新
入
会
員
歓
迎
名
刺
交
換
会

■
1
月
24
日 

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

　

１
月
24
日
、Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、新

入
会
員
20
名
が
出
席
し
、
広
島
東
税
務
署
・
取
扱
保
険
会
社
三

社
か
ら
ご
来
賓
を
お
招
き
し
、
法
人
会
の
活
動
内
容
や
入
会
メ

リ
ッ
ト
、福
利
厚
生
制
度
の
説
明
、更
に
は
広
島
東
税
務
署
法
人

課
税
第
一
部
門
統
括
官　

松
浦
勉
氏
に
よ
る
自
主
点
検
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
の
活
用
、
税
務
調
査
の
上
手
な
受
け
方
な
ど
税
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
り
、
充
実
し
た
2
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
の
会
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、
一
層
の
協
力

を
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
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11
月
22
日
、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
に
お
い
て
、
今
年
度
か
ら
署
長
に
就

任
さ
れ
た
【
池
田
美
喜
男
広
島
東
税
務

署
長
】
に
よ
る『
な
な
つ
の
不
思
議
』と

題
し
た
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
税
局
に
勤
務
さ
れ
て
い
た
ご
経
験

か
ら
、
映
画
「
マ
ル
サ
の
女
」
ば
り
の

隠
し
金
庫
を
使
っ
た
脱
税
手
口
を
暴
い

た
武
勇
伝
や
、
広
島
東
税
務
署
内
の

「
開
か
ず
の
扉
」「
青
い
カ
エ
ル
」「
5

つ
玉
の
そ
ろ
ば
ん
」
な
ど
の
七
不
思
議

と
共
に
、
税
務
署
の
業
務
内
容
を
分
か

り
や
す
く
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

27
年
度
、
国
内
全
体
の
申
告
漏
れ
に

よ
る
追
徴
課
税
は
、
法
人
・
個
人
あ
わ

せ
て
2
3
6
億
円
も
あ
っ
た
と
の
こ

と
！

　

課
税
は
、
客
観
性
を
も
っ
て
適
正
公

平
に
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
も
企
業
の
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
向
上
の
た
め
に
、自
主
点
検
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
活
用
し

ま
し
ょ
う
。

�

（
青
年
部
会
副
部
会
長　

松
岡
伸
和
）

広
島
市
長
へ

市
議
会
議
長
へ

会員増強に向けて支部長会議 開催署 長 講 演 会
　

11
月
24
日
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
文
化
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
会
員
増
強
に
向
け
て
の
支

部
長
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
の
目
標
指
数
を
受
け
て

の
各
支
部
の
会
員
増
強
推
進
状
況
、
問

題
点
等
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
し
、

残
り
１
か
月
あ
ま
り
の
取
組
方
針
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
増
強
運
動
に
つ
い
て
は
、
地
区

役
員
、
青
年
部
会
員
、
女
性
部
会
員
、

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
成
果
は
上
が

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
な
お
一
層
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊　
　
　

＊

　

野
坂
会
長
、
長
沼
副
会
長
、
黒
木
税

制
委
員
長
が
12
月
4
日
に
松
井
広
島
市

長
及
び
永
田
広
島
市
議
会
議
長
を
訪
問

し
、
平
成
30
年
度
の
税
制
改
正
に
関
す

る
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、12
月
12
日
に
は
、地
元
選
出

の
国
会
議
員
、
斉
藤
鉄
夫
氏
及
び
新
谷

正
義
氏
の
事
務
所
に
、
提
言
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度

税
制
改
正
提
言    

市
お
よ
び
国
へ
提
言
書
を
提
出

広島東税務署長
池田美喜男氏

「
な
な
つ
の
不
思
議
」

税務署においてある、未然防止（帽子）と
ヒヤリハット（ハット）
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基
本
的
な
課
題

Ⅰ
．
税
・
財
政
改
革
の
あ
り
方

1
．
財
政
健
全
化
に
向
け
て

○
真
の
財
政
健
全
化
を
達
成
す
る
た
め
に
は

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
黒
字
化
に
向
け
規

律
あ
る
具
体
的
な
道
筋
を
明
確
に
示
し
、
着

実
に
実
行
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

（
1
）
消
費
税
率
10
％
へ
の
引
き
上
げ
は
、

財
政
健
全
化
と
社
会
保
障
の
安
定
財
源
確
保

の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
。
国
民
の
将
来
不

安
を
解
消
す
る
た
め
に
、「
社
会
保
障
と
税

の
一
体
改
革
」
の
原
点
に
立
ち
返
っ
て
、

2
0
1
9
年
10
月
の
税
率
引
き
上
げ
が
確
実

に
実
施
で
き
る
よ
う
、
経
済
環
境
の
整
備
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

（
2
）「
骨
太
の
方
針
2
0
1
5
」
で
は
、

歳
出
面
で
2
0
1
6
年
度
か
ら
18
年
度
ま
で

の
3
年
間
で
政
策
経
費
の
増
加
額
を
1
・

6
兆
円
（
社
会
保
障
費
１
・
5
兆
円
、
そ
の

他
0
・
１
兆
円
）
程
度
に
抑
制
す
る
目
安
を

示
し
た
。
こ
の
2
年
間
に
お
い
て
は
目
安
を

達
成
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
最
終
年
度
に
お

い
て
も
政
策
経
費
の
抑
制
は
確
実
に
行
う
べ

き
で
あ
る
。

（
3
）財
政
健
全
化
は
国
家
的
課
題
で
あ
り
、

歳
出
、
歳
入
の
一
体
的
改
革
に
よ
っ
て
進
め

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
歳
入
で
は
安
易
に

税
の
自
然
増
収
を
前
提
と
す
る
こ
と
な
く
、

ま
た
歳
出
に
つ
い
て
は
、
聖
域
を
設
け
ず
に

分
野
別
の
具
体
的
な
削
減
の
方
策
と
工
程
表

を
明
示
し
、着
実
に
実
行
す
る
よ
う
求
め
る
。

（
4
）
消
費
税
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
主
張

し
て
き
た
と
お
り
、
税
率
10
％
程
度
ま
で
は

単
一
税
率
が
望
ま
し
い
が
、
政
府
は
税
率

10
％
引
き
上
げ
時
に
軽
減
税
率
制
度
を
導
入

す
る
予
定
と
し
て
い
る
。
仮
に
軽
減
税
率
制

度
を
導
入
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
に
よ
る

減
収
分
に
つ
い
て
安
定
的
な
恒
久
財
源
を
確

保
す
る
べ
き
で
あ
る
。

（
5
）
国
債
の
信
認
が
揺
ら
い
だ
場
合
、
長

期
金
利
の
急
上
昇
な
ど
金
融
資
本
市
場
に
多

大
な
影
響
を
与
え
、
成
長
を
阻
害
す
る
う
え

財
政
の
悪
化
要
因
に
も
な
る
。
政
府
・
日
銀

に
は
市
場
の
動
向
を
踏
ま
え
た
細
心
の
運
営

が
求
め
ら
れ
る
。

2
．
社
会
保
障
制
度
に
対
す
る
基
本
的
考
え
方

○
社
会
保
障
分
野
で
は
団
塊
の
世
代
す
べ
て

が
後
期
高
齢
者
と
な
る「
2
0
2
5
年
問
題
」

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
。
医
療
と

介
護
の
給
付
急
増
が
見
込
ま
れ
る
た
め
で
、

こ
れ
を
「
重
点
化
・
効
率
化
」
に
よ
っ
て
可

能
な
限
り
抑
制
し
、
か
つ
適
正
な
「
負
担
」

を
確
保
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
社
会
保
障
制

度
が
立
ち
行
か
な
く
な
る
。

（
1
）
年
金
に
つ
い
て
は
、「
マ
ク
ロ
経
済

ス
ラ
イ
ド
の
厳
格
対
応
」「
支
給
開
始
年
齢

の
引
き
上
げ
」「
高
所
得
高
齢
者
の
基
礎
年

金
国
庫
負
担
相
当
分
の
年
金
給
付
削
減
」等
、

抜
本
的
な
施
策
を
実
施
す
る
。

（
2
）
医
療
に
つ
い
て
は
、
成
長
分
野
と
位

置
付
け
、
大
胆
な
規
制
改
革
を
行
う
必
要
が

あ
る
。
給
付
の
急
増
を
抑
制
す
る
た
め
に
診

療
報
酬
（
本
体
）
体
系
を
見
直
す
と
と
も
に
、

薬
価
の
実
態
を
反
映
さ
せ
る
よ
う
、
2
年
に

１
度
と
し
て
き
た
薬
価
の
改
定
を
毎
年
実
施

す
る
。
さ
ら
に
、
政
府
目
標
で
あ
る
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
の
普
及
率
80
％
以
上
も
早
期
に
達
成

す
る
。

（
3
）
介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、
制
度
の
持

続
性
を
高
め
る
た
め
に
真
に
介
護
が
必
要
な

者
と
そ
う
で
な
い
者
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
、

給
付
及
び
負
担
の
あ
り
方
を
見
直
す
。

（
4
）
生
活
保
護
に
つ
い
て
は
、
給
付
水
準

の
あ
り
方
な
ど
を
見
直
す
と
と
も
に
、
不
正

受
給
の
防
止
な
ど
さ
ら
な
る
厳
格
な
運
用
が

不
可
欠
で
あ
る
。

（
5
）
少
子
化
対
策
で
は
、
現
金
給
付
よ
り

保
育
所
や
学
童
保
育
等
を
整
備
す
る
な
ど
の

現
物
給
付
に
重
点
を
置
く
べ
き
で
あ
る
。
そ

の
際
、
企
業
も
積
極
的
に
子
育
て
支
援
に
関

与
で
き
る
よ
う
、
企
業
主
導
型
保
育
事
業
の

さ
ら
な
る
活
用
に
向
け
て
検
討
す
る
。な
お
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
等
の
取
り
組
み
を
着

実
に
推
進
す
る
た
め
に
は
安
定
財
源
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
る
。

（
6
）企
業
の
過
度
な
保
険
料
負
担
を
抑
え
、

経
済
成
長
を
阻
害
し
な
い
よ
う
な
社
会
保
障

制
度
の
確
立
が
求
め
ら
れ
る
。

3
．
行
政
改
革
の
徹
底

○
行
政
改
革
を
徹
底
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

地
方
を
含
め
た
政
府
・
議
会
が
「
ま
ず
隗
よ

り
始
め
よ
」
の
精
神
に
基
づ
き
自
ら
身
を
削

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
1
）
国
・
地
方
に
お
け
る
議
員
定
数
の
大

胆
な
削
減
、
歳
費
の
抑
制
。

（
2
）
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
国
・

地
方
公
務
員
の
人
員
削
減
と
、
能
力
を
重
視

し
た
賃
金
体
系
に
よ
る
人
件
費
の
抑
制
。

（
3
）
特
別
会
計
と
独
立
行
政
法
人
の
無
駄

の
削
減
。

（
4
）
積
極
的
な
民
間
活
力
導
入
を
行
い
成

長
に
つ
な
げ
る
。

4
．
消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
う
対
応
措
置

○
消
費
税
率
10
％
へ
の
引
き
上
げ
と
同
時
に

低
所
得
者
対
策
と
し
て
軽
減
税
率
が
導
入
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
10
％
程
度
ま

で
は
単
一
税
率
が
望
ま
し
い
こ
と
を
改
め
て

表
明
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
ま
で
も
指
摘
し

て
き
た
よ
う
に
、
軽
減
税
率
は
事
業
者
の
事

務
負
担
が
大
き
い
う
え
、
税
制
の
簡
素
化
、

税
務
執
行
コ
ス
ト
お
よ
び
税
収
確
保
な
ど
の

観
点
か
ら
極
め
て
問
題
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

（
1
）
現
在
施
行
さ
れ
て
い
る
「
消
費
税
転

嫁
対
策
特
別
措
置
法
」の
効
果
等
を
検
証
し
、

中
小
企
業
が
適
正
に
価
格
転
嫁
で
き
る
よ

う
、
さ
ら
に
実
効
性
の
高
い
対
策
を
と
る
べ

き
で
あ
る
。

（
2
）
消
費
税
の
滞
納
防
止
は
税
率
の
引
き

上
げ
に
伴
っ
て
よ
り
重
要
な
課
題
と
な
る
。

消
費
税
の
制
度
、
執
行
面
に
お
い
て
さ
ら
な

る
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

5
．
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

6
．
今
後
の
税
制
改
革
の
あ
り
方

Ⅱ
．
経
済
活
性
化
と
中
小
企
業
対
策

1
．
法
人
実
効
税
率
に
つ
い
て

○
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
の
法
人
実
効
税
率
平
均

は
約
25
％
、
ア
ジ
ア
主
要
10
カ
国
の
平
均
は

約
22
％
と
な
っ
て
お
り
、
我
が
国
の
税
率
水

準
は
依
然
と
し
て
高
い
。
今
般
の
税
率
引
き

全
国
法
人
会
総
連
合

平
　
成

30
年
度

要約

税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
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下
げ
の
効
果
等
を
確
認
し
つ
つ
、
国
際
競
争

力
強
化
な
ど
の
観
点
か
ら
さ
ら
な
る
引
き
下

げ
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

2
．
中
小
企
業
の
活
性
化
に
資
す
る
税
制
措
置

（
１
）
中
小
法
人
に
適
用
さ
れ
る
軽
減
税
率

の
特
例
15
％
を
時
限
措
置
で
は
な
く
、
本
則
化

す
る
。
ま
た
、
昭
和
56
年
以
来
、
8
0
0
万

円
以
下
に
据
え
置
か
れ
て
い
る
軽
減
税
率
の
適

用
所
得
金
額
を
、
少
な
く
と
も
１
，6
0
0
万

円
程
度
に
引
き
上
げ
る
。

（
2
）
租
税
特
別
措
置
に
つ
い
て
は
、
税
の

公
平
性
・
簡
素
化
の
観
点
か
ら
、
政
策
目
的

を
達
し
た
も
の
や
適
用
件
数
の
少
な
い
も
の

は
廃
止
を
含
め
て
整
理
合
理
化
を
行
う
必
要

は
あ
る
が
、
中
小
企
業
の
技
術
革
新
な
ど
経

済
活
性
化
に
資
す
る
措
置
は
、
以
下
の
と
お

り
制
度
を
拡
充
し
、本
則
化
す
べ
き
で
あ
る
。

な
お
、
少
額
減
価
償
却
資
産
の
取
得
価
額
の

損
金
算
入
の
特
例
措
置
の
適
用
期
限
が
平
成

30
年
3
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
直
ち
に
本
則
化
す
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
は
、
適
用
期
限
を
延
長
す
る
。

①
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
に
つ
い
て
は
、

対
象
設
備
を
拡
充
し
た
う
え
、「
中
古
設
備
」

を
含
め
る
。

②
少
額
減
価
償
却
資
産
の
取
得
価
額
の
損
金

算
入
の
特
例
に
つ
い
て
は
、
損
金
算
入
額
の

上
限
（
合
計
3
0
0
万
円
）
を
撤
廃
す
る
。

3
．
事
業
承
継
税
制
の
拡
充

○
我
が
国
企
業
の
大
半
を
占
め
る
中
小
企
業

は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
の
確
保
な

ど
に
大
き
く
貢
献
し
て
お
り
、
経
済
社
会
を

支
え
る
基
盤
と
も
い
え
る
。
そ
の
中
小
企
業

が
相
続
税
の
負
担
等
に
よ
り
事
業
が
継
承
で

き
な
く
な
れ
ば
、
我
が
国
経
済
社
会
の
根
幹

が
揺
ら
ぐ
こ
と
に
な
る
。
先
般
、
納
税
猶
予

制
度
の
改
正
で
要
件
緩
和
や
手
続
き
の
簡
素

化
な
ど
が
な
さ
れ
た
が
、
さ
ら
に
抜
本
的
な

見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

（
1
）
事
業
用
資
産
を
一
般
資
産
と
切
り
離

し
た
本
格
的
な
事
業
承
継
税
制
の
創
設
事
業

に
資
す
る
相
続
に
つ
い
て
は
、
事
業
従
事
を

条
件
と
し
て
他
の
一
般
財
産
と
切
り
離
し
、

非
上
場
株
式
を
含
め
て
事
業
用
資
産
へ
の
課

税
を
軽
減
あ
る
い
は
免
除
す
る
制
度
の
創
設

が
求
め
ら
れ
る
。

（
2
）
相
続
税
、
贈
与
税
の
納
税
猶
予
制
度

に
つ
い
て
要
件
緩
和
と
充
実

上
述
の
本
格
的
な
事
業
承
継
税
制
が
創
設
さ

れ
る
ま
で
の
間
は
、
相
続
税
、
贈
与
税
の
納

税
猶
予
制
度
に
つ
い
て
要
件
緩
和
と
充
実
を

図
る
こ
と
を
求
め
る
。

①
株
式
総
数
上
限（
3
分
の
2
）の
撤
廃
と
相

続
税
の
納
税
猶
予
割
合（
80
％
）を
1
0
0
％

に
引
き
上
げ
る
。

②
死
亡
時
ま
で
株
式
を
所
有
し
な
い
と
猶
予

税
額
が
免
除
さ
れ
な
い
制
度
を
、
5
年
経
過

時
点
で
免
除
す
る
制
度
に
改
め
る
。

③
対
象
会
社
規
模
を
拡
大
す
る
。

Ⅲ
．
地
方
の
あ
り
方

○
地
方
の
活
性
化
に
は
、
国
と
地
方
の
役
割

分
担
を
見
直
し
、
財
政
や
行
政
の
効
率
化
を

図
る
地
方
分
権
化
が
基
本
政
策
と
い
え
よ

う
。
そ
の
際
に
不
可
欠
な
理
念
と
し
て
掲
げ

ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
地
方
の
自
立
と
自
助

の
精
神
で
あ
る
。
深
化
段
階
に
入
っ
た
地
方

創
生
戦
略
を
推
進
す
る
う
え
で
も
同
じ
こ
と

が
い
え
る
。

○
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
に
み
ら
れ
る
特

産
品
の
返
礼
品
競
争
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り

に
安
易
な
手
法
で
あ
り
本
格
的
な
地
方
活
性

化
戦
略
に
つ
な
が
る
と
は
考
え
に
く
い
。
ま

た
、
住
民
税
は
本
来
、
居
住
自
治
体
の
会
費

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
制
度
自
体
が
地
方

税
の
原
則
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
の
指
摘
が
あ

る
。
例
え
ば
納
税
先
を
納
税
者
の
出
身
自
治

体
に
限
定
す
る
な
ど
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
本

来
の
趣
旨
に
沿
っ
た
見
直
し
が
必
要
で
あ
ろ

う
。

○
地
方
交
付
税
制
度
は
国
が
地
方
の
不
足
財

源
を
保
障
す
る
機
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
か

ら
地
方
の
財
政

規
律
を
歪
め
て
い
る
と
の
指
摘
が
多
く
、
そ

の
改
革
が
求
め
ら
れ
て
き
た
。
地
方
は
必
要

な
安
定
財
源
の
確
保
や
行
政
改
革
に
つ
い

て
、
自
ら
の
責
任
で
企
画
・
立
案
し
実
行
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

（
1
）
地
方
創
生
で
は
、
さ
ら
な
る
税
制
上

の
施
策
に
よ
る
本
社
機
能
移
転
の
促
進
、
地

元
の
特
性
に
根
差
し
た
技
術
の
活
用
、
地
元

大
学
と
の
連
携
な
ど
に
よ
る
技
術
集
積
づ
く

り
や
人
材
育
成
等
、
実
効
性
の
あ
る
改
革
を

大
胆
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

（
2
）
広
域
行
政
に
よ
る
効
率
化
の
観
点
か

ら
道
州
制
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
で

あ
る
。
基
礎
自
治
体
（
人
口
30
万
人
程
度
）

の
拡
充
を
図
る
た
め
、
さ
ら
な
る
市
町
村
合

併
を
推
進
し
、
合
併
メ
リ
ッ
ト
を
追
求
す
る

必
要
が
あ
る
。

（
3
）
国
に
比
べ
て
身
近
で
小
規
模
な
事
業

が
多
い
地
方
の
行
財
政
改
革
に
は
、「
事
業

仕
分
け
」
の
よ
う
な
民
間
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能

を
活
か
し
た
手
法
が
有
効
で
あ
り
、
各
自
治

体
で
広
く
導
入
す
べ
き
で
あ
る
。

（
4
）
地
方
公
務
員
給
与
は
近
年
、
国
家
公

務
員
給
与
と
比
べ
た
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

（
全
国
平
均
ベ
ー
ス
）
が
改
善
せ
ず
に
高
止

ま
り
し
て
お
り
、
適
正
な
水
準
に
是
正
す
る

必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
国
家
公
務
員

に
準
拠
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
民
間
企

業
の
実
態
に
準
拠
し
た
給
与
体
系
に
見
直
す

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

（
5
）
地
方
議
会
は
、
大
胆
に
ス
リ
ム
化
す

る
と
と
も
に
、
よ
り
納
税
者
の
視
点
に
立
っ

て
行
政
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
す

べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
高
す
ぎ
る
議
員
報
酬

の
一
層
の
削
減
と
政
務
活
動
費
の
適
正
化
を

求
め
る
。
行
政
委
員
会
委
員
の
報
酬
に
つ
い

て
も
日
当
制
を
広
く
導
入
す
る
な
ど
見
直
す

べ
き
で
あ
る
。

Ⅳ
．
震
災
復
興

○
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け
て
復

興
期
間
の
後
期
で
あ
る
「
復
興
・
創
生
期
間

（
平
成
28
年
度
〜
32
年
度
）」
も
2
年
目
に

入
っ
て
い
る
が
、
被
災
地
の
復
興
、
産
業
の

再
生
は
い
ま
だ
道
半
ば
で
あ
る
。
今
後
の
復

興
事
業
に
当
た
っ
て
は
こ
れ
ま
で
の
効
果
を

十
分
に
検
証
し
、
予
算
を
適
正
か
つ
迅
速
に

執
行
す
る
と
と
も
に
、
原
発
事
故
へ
の
対
応

を
含
め
て
引
き
続
き
、
適
切
な
支
援
を
行
う

必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
被
災
地
に
お
け
る
企
業
の
定
着
、
雇

用
確
保
を
図
る
観
点
な
ど
か
ら
、
実
効
性
の

あ
る
措
置
を
講
じ
る
よ
う
求
め
る
。

○
昨
年
４
月
に
起
こ
っ
た
熊
本
地
震
に
つ
い

て
も
、
東
日
本
大
震
災
の
対
応
な
ど
を
踏
ま

え
、
適
切
な
支
援
と
実
効
性
の
あ
る
措
置
を

講
じ
、
被
災
地
の
確
実
な
復
旧
・
復
興
の
実

現
等
に
向
け
て
早
急
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら

な
い
。

Ⅴ
．
そ
の
他

1
．
納
税
環
境
の
整
備

2
．
租
税
教
育
の
充
実



今
年
度
14
小
学
校
、
36
ク
ラ
ス
、

1
0
5
6
人
を
対
象
に
開
催

〈
尾
長
・
牛
田
小
〉松
岡

〈
尾
長
小
〉福
山

〈
尾
長
小
〉道
佛

〈
尾
長
小
〉岡
本

〈
三
育
・
牛
田
小
〉川
村

〈
牛
田
新
町
小
〉岩
田

〈
牛
田
新
町
・
安
田
・
白
島
・
戸
坂
小
〉新
谷

〈
中
山
小
〉樽
本

〈
中
山
小
〉桒
田

〈
安
田
・
戸
坂
城
山
小
〉木
村

〈
牛
田
・
早
稲
田
小
〉葊
田

〈
牛
田
小
〉中
村

〈
牛
田
小
〉森
脇

〈
千
田
小
〉吉
村

〈
千
田
小
〉月
森

〈
千
田
小
〉沖
花

〈
千
田
小
〉今
枝

〈
戸
坂
小
〉方
井

〈
戸
坂
小
〉今
西

〈
矢
賀
小
〉小
川

〈
矢
賀
小
〉中
津

〈
早
稲
田
小
〉木
下

〈
大
州
小
〉篤

〈
袋
町
小
〉山
本
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租
税
教
室
と
は
、
小
学
6
年
生
を
対
象
に
、
青
年
部

会
員
が
講
師
と
な
り
、
税
金
の
意
義
や
役
割
に
つ
い
て

授
業
を
行
う
も
の
で
す
。今
年
度
は
、管
内
14
の
小
学
校

36
ク
ラ
ス
1
0
5
6
名
に
対
し
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
内
容
を
目
指
し
、

シ
ナ
リ
オ
の
改
訂
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
租
税
教
室

準
備
会
で
は
、
講
師
役
の
能
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
、「
話

し
方
」
を
学
び
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小学校名 開催日
尾　長 5月23日（火）
三　育 7月14日（金）

牛田新町 9月12日（火）
中　山 9月13日（水）
安　田 11月7日（火）
白　島 12月11日（月）
牛　田 1月19日（金）
千　田 1月22日（月）

戸坂城山 1月23日（火）
戸　坂 1月26日（金）
矢　賀 1月29日（月）
早稲田 1月29日（月）
大　州 1月30日（火）
袋　町 1月31日（水）




